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はじめに

　アブラハム・マズローによると，人々が生きていく
上での基本的欲求の一つに生理的欲求があり，その中
に性的な欲求が含まれる．異性に関心をもったり，性
的に関係を持ちたいと思ったりすることは自然なこと
である．しかし，性的な欲求に関連した態度・言動は，
人間関係を主軸とした社会環境で生きていく上で，自
己コントロールできることが不可欠である．
　特別な支援を要する児童生徒は，こうした性的欲求
への自己コントロールやセルフケアが難しい場合があ
り 1），性に関する指導が重要と考えられる．特別な支
援を要する児童生徒の性に関する指導を取り扱った先
行研究をみてみると，児童生徒の性にかかわる具体的
な行動内容，教師や養護教諭の性に関する指導に対す
る意識，保護者の考えを明らかにしたものがいくつか
存在する 2）3）4）5）．児童生徒の性にかかわる具体的な
行動として，｢衝動的に異性に触る｣「異性に近づき
過ぎる」「相手の感情を考えない一方的な接し方」「性
行為を経験している」「性犯罪の被害者・加害者になる」

などが明らかにされている．教師や養護教諭の意識と
しては，性に関する指導の必要性を感じており，「自
他共に心と体を大切にできるようにさせたい」「性に
関する被害者や加害者にならないように知識や態度，
能力を身につけさせたい」「交際・結婚以前のことを
しっかり学んで自立してほしい」等があげられている．
しかし，性に関する指導についての教師自身の知識不
足や教材・資料の少なさ，指導方法が確立されていな
いなどの問題点，知的障害児は抽象的なことを理解す
ることが困難なため場当たり的な指導になってしまう
といった意見も聞かれており，性に関する指導の実践
が難しい現状がうかがえる．一方保護者の考えとして
は，性に関する指導の必要性を感じない消極的な保護
者がいる一方で，性に関する指導は必須と考える積極
的な保護者もおり，学校での指導内容・方法を確立し
にくい一因であることがうかがえる．
　これらのことから，本研究では，今後の特別な支援
を要する児童生徒に対する性に関する指導をより良い
ものにしていくための一助となるよう，特別な支援を
要する児童生徒に対する性に関する指導において養護
教諭が抱く困難や課題を明らかにすることを目的に調
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抄録
　【目的】本研究の目的は，特別な支援を要する児童生徒に対する性に関する指導をより良いものにしてい

くための一助となるよう，特別な支援を要する児童生徒に対する性に関する指導において養護教諭が抱く困難
や課題を明らかにすることである．【方法】九州内の特別支援学校に勤務する養護教諭 5 名を対象に半構造化
面接を実施し，発言内容を質的に分析した．【結果】養護教諭が抱く困難および課題として，障害の程度と理
解度の幅の広さ，性に関する指導の基準の不透明さ，教員の指導への意識や技術の差，障害による指導の難し
さ，指導時間の確保に関する課題，保護者の意向をくみ取った指導の必要性が抽出された．【結論】特別な支
援を要する児童生徒に対する性に関する指導において養護教諭が抱く困難や課題として，6 つの要素が明らか
になった．これらの結果から，特別な支援を要する児童生徒への性に関する指導のよりよい実践に向け，養護
教諭が抱く困難や課題を踏まえた上で，学校現場で検討されることが望まれる．
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査を行った．
　なお，本研究での「性に関する指導」とは，人が性
的に成熟する過程で発現する，性への関心，異性への
関心，性的な衝動に基づいた態度・行動に対して行う
指導とする．

研究方法

1．研究の種類
　半構造化面接法による質的記述的研究である．
2．研究対象と依頼方法
　機縁法により調査協力を得た九州内の特別支援学校
に勤務する養護教諭 5 名を対象とした．口頭で内諾を
得た後，所属する学校長に書類または対面で依頼し承
諾を得た．
3．研究期間
　平成 26 年 10 月～平成 26 年 12 月である．
4．データ収集方法
　半構造化面接により，基本的属性，仕事に関する特
性（経験年数，校種など），特別な支援を要する児童
生徒への性に関する指導を行う上での困難や課題等に
ついてたずねた．協力者が所属する学校や研究者が所
属する大学の一室等で面接を行い，協力者の同意を得
て口述内容を IC レコーダーに録音した．
5．分析方法
　録音内容を起こし，逐語録を作成した．逐語録から
発言内容をカードに転記し（アイテム），各アイテム
を適切に表すラベルを付与した．意味内容が類似した
ラベル同士を集め名前を付与した（中カテゴリー）．
単独で残ったラベルについては，当該ラベルを中カテ
ゴリー名とした．さらに，意味内容の類似した中カテ
ゴリー同士を集め，名前を付与した（大カテゴリー）．
単独で残った中カテゴリーは，当該中カテゴリー名を
大カテゴリー名とした．分析結果の信用可能性を確保
するため，研究者 3 名で分析し，1 名の主観に偏らな
いようにした．また，研究の全過程において研究指導
者からスーパーバイズを受け，厳密さが保たれるよう
努めた 6）．
6．倫理的配慮
　研究への参加は協力者の自由意思に基づくこと，一
旦参加を同意した後でも協力を辞退できること，話し
たくないことは話さなくてもよいこと，発言内容が研
究以外の目的で使用されることはないこと，研究結果
の公表の際には匿名性が保たれること等を説明した．
研究参加へ同意した協力者には，同意書にサインをし
てもらった．
　

結　　果

　対象者の概要は表 1 の通りである．
　養護教諭が捉えた性に関する指導の困難や課題の分
析結果を表 2 に示す．なお，本文中の大カテゴリーは

【】，中カテゴリーは『』，アイテムは ｢｣ で示す．

　まず【障害の程度と理解度の幅の広さ】は，『児童・
生徒によって理解度の幅が広く，指導の中心を定める
のが困難』『児童生徒の理解度・発達段階に応じた人
生設計に関する指導が必要』の二つの中カテゴリーか
ら構成された．それぞれのアイテムとして，「障害の
レベルや種類によって理解度が異なり，障害の高い子
は理解が難しい」「障害が軽度の児童生徒は将来結婚
する可能性もあり，その児童生徒の理解度・発達段階
に応じて好き，付き合うこと，結婚についても学ぶ必
要がある」等が含まれた．
　【性に関する指導の基準の不透明さ】は，『性に関す
る指導の基準となるものがない』『系統的な指導とニー
ズに合わせた指導の融合』『指導の目標をどのレベル
に定めるべきかがわからない』の 3 つの中カテゴリー
からなり，それぞれに「特別支援学校の性教育には学
習指導要領がないため，内容に関して根拠が不明瞭」

「共通部分に対して系統的なマニュアルを作り，能力
別に指導を行った後に個別指導で個人的ニーズにこた
えていくべき」「重度重複障害のある児童生徒に対し
て，何を持って指導の目標とすべきかわからない，目
標を立てるのが難しい」等のアイテムが含まれた．
　【教員の指導への意識や技術の差】には，『教員の性
に関する指導への消極的な態度』『経験年数による指
導技術や意識の差』の 2 つの中カテゴリーからなり，
前者には「腫れ物に触りたくないという教員の性教育
に対する意識の低さ」「性教育を実施する教員の心理
的な辛さ，逃げたいという気持ち」が，後者には「担
任間で性に関する指導への意識の差があり，経験年数
による指導技術の差がある」「年配のベテランの先生
方は抵抗なく避妊方法に関する指導を行うことができ
るが，若い先生方は躊躇している現状もある」のアイ

表 1．研究協力者の背景（n=5）

協力者 特別支援学校の
経験年数（年）

養護教諭の
経験年数（年）

A 5 30
B 10 13
C 5 5
D 6 不明
E 5 9
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表 2．養護教諭が抱く性に関する指導上の困難や課題
大カテゴリー 中カテゴリー アイテム

障害の程度と理解度の
幅の広さ

児童・生徒によって理解度の
幅が広く，指導の中心を定め
るのが困難

障害のレベルや種類によって理解度が異なり，障害の高い子は理解が
難しい
児童生徒の理解度の差が広く，理解度別の学級編成を行う必要がある
実態の幅が広く，一斉指導は難しい
集団でも少人数グループでも，児童生徒の理解度の差が広く，指導・
授業の中心をどこに合わせるかが難しい

児童生徒の理解度・発達段階
に応じた人生設計に関する指
導が必要

障害が軽度の児童生徒は将来結婚する可能性もあり，その児童生徒の
理解度・発達段階に応じて，｢好き」「付き合うこと」「結婚」につい
ても学ぶ必要がある

性に関する指導の基準の
不透明さ

性に関する指導の基準となる
ものがない

特別支援学校の性教育には，学習指導要領がないため，内容に関して
根拠が不明瞭
学習指導要領では準ずるという表現であるため，１から指導内容を組
み立て計画だてることが困難
何を保健指導としてすべきか

系統的な指導とニーズにあわ
せた指導の融合

共通部分に対して系統的なマニュアルを作り，能力別に指導を行った
後に，個別指導で個人的ニーズにこたえていくべき

指導の目標をどのレベルに定
めるべきかがわからない

重度重複障害のある児童生徒に対して，何を持って指導の目標とすべ
きかわからない。目標を立てるのが難しい

教員の指導への
意識や技術の差

教員の性に関する指導への消
極的な態度

腫れ物に触りたくないという教員の性教育に対する意識の低さ
性教育を実施する教員の心理的な辛さ，逃げたいという気持ち

経験年数による指導技術や意
識の差

担任間で性に関する指導への意識の差があり，経験年数による指導技
術の差がある　　
年配のベテランの先生方は抵抗なく避妊方法に関する指導を行うこと
ができるが，若い先生方は躊躇している現状もある

障害による指導の難しさ

理解が行動に結びつかない 理解していても衝動的に行動してしまう児童生徒への指導　

指導内容と実際の支援の矛盾 排せつ介助が必要な児童生徒がいる中で，プライベートゾーンを人前
で見せないように指導することへの矛盾

理解度が不明瞭 児童生徒の良くない行動に対して叱った際に，理解できているかがわ
からない

性への興味関心を刺激する可
能性

発達障害の子どもへの性教育では，かえって性への興味・関心を刺激
してしまう

コミュニケーションが苦手な
児童生徒 コミュニケーションが苦手な児童生徒が多い

自らの障害を受容していない 自らの障害を受容していない児童生徒も多い

指導時間の確保に関する
課題 指導時間の確保に関する課題

担任教諭も性教育委員会の時間が十分にとれず，時間外で行うことも
多い
性に関する指導は学期に一度程度しか実施する時間がない。本当は
もっと必要だと思う
特別支援学校の先生方はとても多忙であり，教材研究等の努力をなさ
れているため，簡単に時間をもらうことができない

保護者の意向をくみ取った
指導の必要性

性に関する指導に対して消極
的な保護者の存在

「知らなくてもいいことは教えないで」と性に関する指導に対して消
極的な保護者の存在
避妊についての指導は，保護者の了解が得られないことや，指導後に
問題が起こる懸念があるため，指導するか悩んでいる。指導をすると
しても個別指導であるが，学校としては家庭で教えて欲しい

保護者自身も性に関する指導
に悩んでいる

保護者は，性の問題行動に対して助けて状態であり，子を犯罪者にし
たくないという思いもあってルールを教えて欲しいと思っている
保護者も性に関する指導に悩んでおり，子どもへの伝え方を教えて欲
しいというニーズがある

保護者と関わる時間の確保
送迎で来校する保護者とは話をする機会があるが，その他の保護者と
はなかなか家庭での指導に関する悩み等を話す時間がとれない
保護者と担任と養護教諭で構成する座談会を企画し，家庭での悩みを
共有したり相談し合う機会を設けたい　

保護者が抱く二次性徴への喜
びと不安

保護者の中には初経を迎えることに関して，成長への喜びと手当や体
調の変化に対する不安から葛藤を感じる人もいる　
重度の障害のある児童生徒にとって初経が来るということは生殖器が
きちんと発達したということなので保護者は喜ぶが，その後の体調変
化などに悩む
保護者は成長関係に関しては前向きだが，産む性になると葛藤がある
全ての女児が妊娠・出産出来るとは限らず，月経がはじまることも全
ての女児やまたその保護者が肯定的に捉えられるわけではない

児童生徒と保護者のニーズに
合わせた支援が必要

児童生徒やその保護者の結婚観がそれぞれ違うため，一人一人の思い
をくみ取り相談に乗る等のサポートが必要
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テムが含まれた．
　【障害による指導の難しさ】は，『理解が行動に結び
つかない』『指導内容と実際の支援の矛盾』『理解度が
不明瞭』『性への興味関心を刺激する可能性』『コミュ
ニケーションが苦手な児童生徒』『自らの障害を受容
していない』の 5 つの中カテゴリーから構成され，い
ずれにも 1 つのアイテムが含まれた．
　【指導時間の確保に関する課題】には，同名の中カ
テゴリー 1 つが含まれた．アイテムとして，「担任教
諭も性教育委員会の時間が十分にとれず，時間外で行
うことも多い」や「性に関する指導は，学期に一度程
度しか実施する時間がない．本当はもっと必要だと思
う」等が含まれた．
　【保護者の意向をくみ取った指導の必要性】には，『性
に関する指導に対して消極的な保護者の存在』『保護
者自身も性に関する指導に悩んでいる』『保護者と関
わる時間の確保』『保護者が抱く二次性徴への喜びと
不安』『児童生徒と保護者のニーズに合わせた支援が
必要』の 5 つの中カテゴリーで構成された．それぞれ
のアイテムとして，「知らなくてもいいことは教えな
いでと性に関する指導に対して消極的な保護者の存
在」「保護者も性に関する指導に悩んでおり，子ども
への伝え方を教えて欲しいというニーズがある」「送
迎で来校する保護者とは話をする機会があるが，その
他の保護者とはなかなか家庭での指導に関する悩み等
を話す時間がとれない」「全ての女児が妊娠・出産出
来るとは限らず，月経がはじまることもすべての女児
やまたその保護者が肯定的に捉えられるわけではな
い」「児童生徒やその保護者の結婚観がそれぞれ違う
ため，一人一人の思いをくみ取り相談に乗る等のサ
ポートが必要」等が含まれた．

考　　察

　まず，【障害の程度と理解度の幅の広さ】について
考察する．このカテゴリーは，指導する際，児童生徒
の障害の程度や理解度が違うために養護教諭が感じる
困難である．本研究で養護教諭は「集団でも少人数グ
ループでも，児童生徒の理解度の差が大きく，指導・
授業の中心をどこに合わせるかが難しい」と述べてい
たが，学級には障害の程度の違う児童生徒がいるため，
一斉授業は難しいのであろう．対策として，理解度別
の少人数グループに分けた授業もされていたが，それ
でも一人一人の障害の程度や理解度に幅があるため，
全員にわかりやすい指導をすることに難しさを感じて
いると考えられた．このように，当該カテゴリーは指
導形態に関わらず，一人一人の児童生徒の障害の程度

や理解度が違うため，指導内容の中心を定める困難さ
を含んでいるのが特徴である．そのため，個々のニー
ズに応えるためには個別の対応が不可欠と考えられ
る．
　次に【性に関する指導の基準の不透明さ】であるが，
このカテゴリーは，指導計画を立てる際にどのような
内容をどのように教えるかといった基準が示されてい
ないために，養護教諭が感じる困難である．性に関す
る指導は内容や方法，目標設定の模範が示されていな
いため，手探りで行わなければならない現状にあるよ
うだ．また「学校に性に関する年間指導計画があって
も，その内容・方法は適切なのかという根拠がどこに
もないため，性に関する指導の基準を示すもの（以下，
マニュアル）が必要だ」と述べた養護教諭もいた．先
行研究 5）において，教職員も同様，マニュアルの必
要性を望んでいた．特別支援学校では小学部中学部高
等部の一貫校が多いにも関わらず，性に関する指導の
計画は学部ごとに作成されており系統性に乏しい現状
もあるようだ．効果的な指導を行うためには，小学部
中学部高等部の十二年間を見通した計画を立て，指導
後はさらに個々のニーズに合わせた個別指導が必要だ
と考えられる．
　【教職員による指導への意識や技術の差】について
検討する．このカテゴリーでは，教員の性に関する指
導に対する意識や技術の差に養護教諭が課題を感じて
いた．本インタビューでは「性教育を実施する教職員
に心理的な辛さ，逃げたいという気持ちがある．」と
語られており，現職教員 60 名を対象とした原の研究 3）

においても，多くの教員が性教育に対して自分とは無
関係であり苦手意識や話し辛さを述べていた．このよ
うに教職員の心理的な壁が，性に関する指導へ結びつ
き辛くしている現状があるのではないか．主な要因と
して，性に関する指導をする際には自分の体験や考え
をオープンにしなければならないことや，マニュアル
がないため，教職員はその体験や考えを伝えることが
適切なのか判断しなければならないことが挙げられ
る．加えて，原の研究 3）では指導内容や方法が確立
されず，実践への評価も定まらないことや保護者や同
僚の理解の得にくさも挙げられていた．そして，児童
生徒には様々な家庭背景があり，性に関する指導を受
けたために嫌な気持ちにならないよう多くの配慮を要
する．このような点が，教職員の辛さや逃げたいとい
う気持ちにつながっているのではないか．さらに，本
研究では「経験年数による指導技術の差がある」「若
い先生方は指導を躊躇している現状もある」と述べた
養護教諭もいた．教職員が性に関する指導に対して消
極的な現状があり，養護教諭はこれらの教職員が指導
に積極的になれるよう働きかけたり，講話など教職員
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が学ぶ機会を設けたりするなど，常に支援・協力体制
を整えておくことが必要と考える．他にも，「どのよ
うに性に関する指導を行えばよいのかわからない教職
員がいる中で，まず養護教諭が指導を行うことで，他
の教職員は指導のイメージがつき積極的になった」と
述べた養護教諭もいた．完璧な指導ではなくても，他
の教職員が指導に取り組むきっかけになるような指導
をすることも養護教諭には必要と考えられる．
　【障害による指導の難しさ】カテゴリーには，養護
教諭が児童生徒の指導をする際に，衝動性，肢体不自
由，知的障害等の障害の特性があるために感じる困難
が含まれた．
　衝動性のある児童生徒は，人前で性器を触るべきで
はない，異性と近づきすぎてはいけない等の決められ
たルールを理解しているにも関わらず，頭の中で考え
る前に行動してしまい，ルールを決め守るよう指導し
ただけでは行動を食い止めることができない場合もあ
ると述べられていた．また，性に関する指導を行う際
に用いたことばや教材・題材等が「かえって児童生徒
の性への興味・関心を刺激してしまう」とも述べられ
ており，児童生徒が人前で性器を触ったり，性的な言
葉を繰り返し発言したりする行動を助長してしまうと
いう困難点が挙げられていた．先行研究 7）でも，「情
報を不用意に与えるだけでは，逆効果にもなることを
情報提供する側が自覚しておくことが必要」と述べら
れている．
　肢体不自由等の障害があり生活全般において介助を
必要としている児童生徒に対する困難点としては，指
導内容の矛盾が挙げられていた．具体的には，排泄の
介助を行う上でやむを得ず介助者に自身の性器を見せ
なくてはならない児童生徒もいる中で，社会で自立し
て生きていくために「プライベートゾーンを人前では
見せない」という趣旨の指導をしており，児童生徒が
どのように受け止めてればいいのかと混乱しかねない
状況をつくっているのではないかという養護教諭の懸
念である．
　知的障害のある児童生徒では，話の内容を理解した
り，自分の気持ちや考えを表現したりすることが難し
く，コミュニケーションが上手くとれないという特徴
が挙げられていた．そのため，教師が指導をする上で
どのような言葉を選びどのようにやりとりを行うかに
困難を感じているということも述べられていた．この
ような困難点を改善するために，指導にソーシャルス
キルトレーニングやリフレーミングを取り入れ，児童
生徒が自分に自信を持ち，自己を表現できるような手
助けをしている例，言葉だけではなく視覚的教材も取
り入れ，よりわかりやすい指導を行っている例もあっ
た．

　【指導時間の確保に関する課題】であるが，このカ
テゴリーは，教科指導や学校行事等があるため性に関
する指導の時間確保が難しいという考えが含まれてい
た．カリキュラムに性に関する指導時間がないために，
指導時間の確保が課題になっているのではないかと考
える．対策として，性教育委員会などで性に関する年
間指導計画等について話し合う機会が必要だと考え
る．年間指導計画を立てる上では，児島 2）が述べる
ように「教育課程上で，特別に設定した性教育と教科，
学校生活全般での指導の関係を整理し，その学部の中
心課題を示す」ことが重要だと考える．実際に年間指
導計画が立てられている学校に勤務する養護教諭は，

「授業時数の確保に困ったことはない」と述べていた．
また，性に関する年間指導計画が立てられていない学
校でも，「性教育に積極的な教員が多く進んで性教育
をしてくれるので，時間の確保に困ったことはない」
と述べた養護教諭もいた．このように，性に関する年
間指導計画がないこと等による指導時間の確保の難し
さは，教員の性に関する指導への意識を高めることも，
改善策のひとつと考えることが可能である．
　最後に，【保護者の意向をくみ取った指導の必要性】
について検討する．このカテゴリーは，性に関する指
導を行う上での保護者の思いや学校への児童生徒に対
する指導のニーズに関して，養護教諭としてどう関
わっていくかという課題が含まれた．保護者の中には

「知らなくてもいいことは教えないで」と，性に関す
る指導に対して「寝た子を起こすな」状態もみられ，
特に避妊や妊娠，出産についての指導はこのような消
極的な考えの保護者が多いようだ．そのため，指導へ
の了解が得られず，なかなか具体的な指導に踏み込め
ない状況が考えられる．先行研究 3）でも，保護者か
らの非難に対する不安から指導に踏み切れないという
教職員がいることが明らかにされている．一方で，性
への問題行動に対して子どもにどう伝えればいいのか
を悩んでおり，「子を犯罪者にしたくない」という強
い思いからルールをしっかり学校で教えてほしいとい
うニーズをもつ保護者もみられる．また，児童生徒の
成長に伴う変化について保護者は，生殖機能や身体が
成長することに喜びを感じる一方で，それに伴い生じ
る体調の変化や手当てへの不安もあり，葛藤を抱えて
いる．例えば，「初経が来るということは生殖器がき
ちんと発達したということなので保護者は喜ぶが，そ
の後の体調変化などに悩む」と述べられていた．この
ように，保護者一人一人の思いや指導ニーズがあるた
め，性に関する指導を行う上では，それらに合わせた
個別的な対応が重要と考えられる．
　こうした保護者の思いやニーズを養護教諭が知るた
めにも，保護者と関わる時間の確保は欠かせない．実
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際に，時間の確保に課題を感じている養護教諭も存在
した．保護者と関わる時間を確保するための取り組み
として，「保護者と担任と養護教諭で構成する座談会
を企画し，家庭での悩みを共有し，相談する機会を設
けたい」との思いが聞かれ，こうした取り組みを行う
ことで，積極的に保護者と関わる時間の確保につなが
ると考えられる．
　
　以下に本研究の限界を述べる．今回のインタビュー
調査では，協力者 5 名へのインタビューで終えてしま
い，特別な支援を要する児童生徒への性に関する指導
を行う上で養護教諭が抱く困難感や課題が出尽くして
いない可能性が高い．また，特別学級を持つ一般の小
中学校の勤務経験者が少なかったことから，得られた
結果に偏りがあると考えられる．今後は，より多くの
調査協力者を募り，様々な経験から得られる口述をも
とに分析を行い，一般化可能性を高める必要がある．

結　　論

　本研究では，今後の特別な支援を要する児童生徒に
対する性に関する指導をより良いものにしていくため
の一助となるよう，特別な支援を要する児童生徒に対
する性に関する指導において養護教諭が抱く困難や課
題を明らかにすることを目的に，特別支援学校に勤務
する養護教諭5名にインタビューを行った．その結果，
指導における困難点・課題点として，【障害の程度と
理解度の幅の広さ】，【性に関する指導の基準の不透明
さ】，【教員の指導への意識や技術の差】，【障害による
指導の難しさ】，【指導時間の確保に関する課題】，【保
護者の意向をくみ取った指導の必要性】が抽出された．
これらの結果から，特別な支援を要する児童生徒への
性に関する指導のよりよい実践に向け，養護教諭が抱

く困難や課題を踏まえた上での学校現場での検討が望
まれる．
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